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物理のこれだけはできないと「やばい」問題集
． ． ．

No.7
剛体のつりあい編

"zl}g0/9

１．剛体 ２．力のモーメント ３．剛体のつり合い ４．倒れる条件

５．力の合成 ６．重心

1 斜線が入った物体に働く力を「力の見つけ方」に従い図示せよ。

(1) (2) (3)

2 図中の各力のモーメントを求めよ。ただし，支点は点Ｏとし，棒はすべて一様とする。必要があれば，

として計算せよ。答え方の例：時計回りに 100[Nm]
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https://youtu.be/g9Yew2x5jM4
https://youtu.be/AVpqziJdr64
https://youtu.be/1RNy3sG5Bw4
https://youtu.be/QM0WD_FFFfc
https://youtu.be/amvZn8ucIdg
https://youtu.be/6H-y_NzVDJQ
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(13) 棒の長さ l[m] (14)棒の長さ l[m] (15)棒の長さ l[m]

(16)棒の長さ l[m] (17)棒の長さ l[m] (18)

(19) (20)棒の長さ l[m] (21)棒の長さ l[m]

(22)棒の長さ l[m] (23)棒の長さ l[m] (24)棒の長さ l[m]

(25)棒の長さ l[m] (26)棒の長さ l[m]

Ｏ

a[m] b[m]

f[N]

F[N]

Ｏ

F[N]

a[m]

q
Ｏ

F[N]

f[N]

a[m] b[m]

あらい床

な
め
ら
か
な
壁45°

棒の中心

mg[N]

Ｏ

あらい床

な
め
ら
か
な
壁45°

Ｏ

N[N]

あらい床

な
め
ら
か
な
壁45°

R[N]

Ｏ

Ｏ

mg[N]30°

45°

30°

Ｏ

45°
T[N]

Ｏ
l[m]

mg[N]
棒の中心

あらい床

な
め
ら
か
な
壁

棒の中心

mg[N]

Ｏ q
あらい床

な
め
ら
か
な
壁

Ｏ

N[N]

q
あらい床

な
め
ら
か
な
壁

R[N]

Ｏ q

あらい床

な
め
ら
か
な
壁

Ｏ

q

mg[N]

あらい床

な
め
ら
か
な
壁

Ｏ

f[N]q

あらい床

な
め
ら
か
な
壁

Ｏ

45°

mg[N]

あらい床

な
め
ら
か
な
壁

Ｏ

f[N]45°

N[N]

l[m]

Ｏ



- 3 -

3 次の文章を読み，各問いに答えよ。

図のように，質量 m[kg]，長さ l[m]の棒を粗い壁と壁に固定した糸を用いて支えた。このとき，棒は水
平に保たれ，棒と糸のなす角は qであった。棒と壁との接点をＡ，棒に糸を結びつけた点をＢとする。また，
棒と床との間の静止摩擦係数は m ，重力加速度を g[m/s ]とする。2

(1) 棒に働く力を「力の見つけ方」に従ってすべて描きなさい。
(2) 棒が点Ａで受ける壁からの垂直抗力を N[N]，摩擦力を f
[N]，点Ｂで受ける張力を T[N]として，以下の３つの式を立
てよ。
①鉛直方向の力のつりあい
②水平方向の力のつりあい
③点Ａまわりでの力のモーメントのつりあい

(3) N，T，fをm，gを用いて答えよ。
(4) 棒が滑らないための qの条件を求めよ。

4 次の文章を読み，各問いに答えよ。

図のように，質量 m[kg]，長さ l[m]の棒を水平面からの仰角を q にして壁に立てかけた。このときの床
は粗く，棒と床との間の静止摩擦係数は m である。棒と壁との接点と棒と床との接点をそれぞれＡ，Ｂとす
る。また，重力加速度を g[m/s ]とする。2

(1) 棒に働く力を「力の見つけ方」に従ってすべて描きなさい。
(2) 棒が点Ａで受ける壁からの力を R[N]，点Ｂで受ける垂直抗力を

N[N]， 摩擦力を f[N]として，以下の３つの式を立てよ。
①鉛直方向の力のつりあい
②水平方向の力のつりあい
③点Ｂまわりでの力のモーメントのつりあい

(3) N，R，fをm，gを用いて答えよ。
(4) 棒が滑らないための qの条件を求めよ。

5 次の文章を読み，各問いに答えよ。

図のように床に対して鉛直に固定された支柱に長さ b[m]，質量 m[kg]の棒を置き，棒の一端につけた糸
を支柱に結びつけ，棒の左端から支柱の先までの距離が a[m]（4a>b>2a）となったときに棒が水平になっ
た。また，このとき，糸と支柱のなす角度は qであった。ただし，重力加速度を g[m/s ]とする。2

(1) 棒に働く力を「力の見つけ方」に従ってすべて描きなさい。
(2) 棒に働く張力を T，支柱からの垂直抗力と摩擦力をそれぞれ

N，fとして，以下の３つの式を立てよ。
①鉛直方向の力のつりあい
②水平方向の力のつりあい
③点Ｂまわりでの力のモーメントのつりあい

(3) T，N，fをm，g，a，b，qを用いて答えよ。
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6 次の文章を読み，各問いに答えよ。

質量 m[kg]，半径 r[m]の一様な厚さの円板Ａから，図のよ
うに円板Ａの半分の半径の円板Ｂをくり抜いた。残った部分を
円板Ｃとする。

(1) 円板Ｂ，Ｃの質量を求めよ。
(2) 円板Ｃの重心を求めよ。
(3) 円板Ｂと同形で密度が２倍の円板Ｄを円板Ｃの切り抜かれ
た部分に入れた。この物体の重心を求めよ。

7 次の文章を読み，各問いに答えよ。

長さ l[m]で太さが均一ではない棒ＡＢがある。Ａ端を地面に
付けたまま，Ｂ端に鉛直上向きに力を加えて少し持ち上げるに
は F [N]の力が必要で，Ｂ端を地面に付けたまま，Ａ端に鉛直1

上向きに力を加えて少し持ち上げるには F [N]の力が必要であ2

った。棒の重心の位置と重さを求めよ。

8 次の文章を読み，各問いに答えよ。

図のように，質量 m[kg]，高さ 2a[m]，幅 2b[m]の直方体の一様な物体がある。この物体の高さ a[m]の
場所に F[N]の力を指で加えた。直方体と床との静止摩擦係数を m，重力加速度を g[m/s ]とする。2

(1) 物体が傾き出すことなく滑り出した場合，指で加える力がいく
らを越えたときか。

(2) 物体が滑り出すことなく傾き出した場合，指で加える力がいく
らを越えたときか。

(3) 物体が滑り出すことなく傾く場合の mの条件を求めよ。

9 次の文章を読み，各問いに答えよ。

質量 m[kg]，高さ 2a[m]，幅 2b[m]の直方体の一様な物体が粗い板の上に置かれている。この板の端に
は回転軸がついており，これを軸に板が自由に回転でき，この板と水平面のなす角を q とする。ただし，静
止摩擦係数を m ，重力加速度を g[m/s ]とする。2

(1) 物体に働く垂直抗力と摩擦力を求めよ。

次に，q を大きくしていくと，q = q で物体が滑り始めた。１

(2) 静止摩擦係数を求めよ。

次に，静止摩擦係数が大きい板にかえて q を大きくしていくと，
q = q で物体が傾き始めた。２

(3) tanq を求めよ。２
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10 次の文章を読み，各問いに答えよ。

長さ 5l[m]，質量 M[kg]の一様な棒を，２つの支点Ａ，Ｂによって水平に支え，質量 m[kg]で大きさが無
視できる小物体を図の位置にのせた。ただし，重力加速度を g[m/s ]とする。2

(1) 小物体が図の位置にあるとき，棒が支点Ａ，Ｂから受ける垂
直抗力N ，N を x等を用いて求めよ。Ａ Ｂ

(2) 小物体を図の左向きに移動させたところ，棒はひっくりかえ
った。このときの，小物体の位置を求めよ。

(3) 小物体が棒上のどの位置であっても棒が倒れないための条件
を求めよ。
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【チャレンジ問題】
11 次の文章を読み，各問いに答えよ。

図のように，あらい水平面上に固定された半径 r[m]のなめらかな半円柱に，長さ l[m]，質量 m[kg]の一
様な棒を立てかけた。半円柱の中心をＯ，半円柱と棒の接点をＰ，棒と床の接触する点をＱとする。また，
棒と水平面とのなす角を q ，棒と床との静止摩擦係数を m，重力加速度 g[m/s ]とする。2

(1) 棒に働く力を「力の見つけ方」に従ってすべて描きなさい。
(2) 棒が点Ｐで受ける円柱からの力を R[N]，点Ｑで受ける垂直
抗力を N[N]，摩擦力を f[N]として，以下の３つの式を立て
よ。
①鉛直方向の力のつりあい
②水平方向の力のつりあい
③点Ｑまわりでの力のモーメントのつりあい

(3) N，R，fをm，r，l，gを用いて答えよ。
(4) 棒が滑らないための mの条件を求めよ。

12 次の文章を読み，各問いに答えよ。

図のように，質量 M[kg]，長さ l[m]の棒を水平面からの仰角を q にして壁に立てかけ，質量 m[kg]の人
が棒をはしごにしてのぼっていく。このときの床は粗く，棒と床との間の静止摩擦係数は m である。棒と壁
との接点をＡ，棒と床との接点をＢとする。また，重力加速度 g[m/s ]とする。2

(1) 棒に働く力を「力の見つけ方」に従ってすべて描きなさい。
(2) 人から点Ｂまでの距離を x[m]，棒が点Ａで受ける壁からの
力を R[N]，点Ｂで受ける垂直抗力を N[N]，摩擦力を f[N]
として，以下の３つの式を立てよ。
①鉛直方向の力のつりあい
②水平方向の力のつりあい
③点Ｂまわりでの力のモーメントのつりあい

(3) N，R，fをm，M，g，x，q，l等を用いて答えよ。
(4) 人が棒上の点Ｂから点Ａまで移動しても，棒が滑らないため
の mの条件を求めよ。
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